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第
七
回
「
宮
古
島
文
学
賞
」
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第
一
席
の
受
賞
作
品
「
水
平
線
」
（
伊
佐
山
昂
）
は
希
望
を
作
る
文
学
の

力
を
示
し
た
作
品
だ
。
癌
再
発
の
不
安
を
抱
え
た
「
私
」
（
＝
野
辺
蕗
子
）

は
病
ゆ
え
に
職
場
で
居
場
所
を
失
い
、
死
ん
だ
祖
母
が
住
ん
で
い
た
伊
良
部

島
に
渡
り
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
。
ス
ナ
ッ
ク
を
営
む
ナ
オ
ミ
、
ア
ユ
ム
親

子
や
祖
父
母
の
戦
争
体
験
な
ど
を
知
り
、
ま
た
島
の
素
朴
な
青
年
と
の
交
流

を
通
し
て
生
き
る
希
望
を
取
り
戻
す
。
過
去
の
親
族
の
戦
争
体
験
や
現
在
の

ナ
オ
ミ
親
子
の
Ｄ
Ｖ
被
害
を
挿
入
し
な
が
ら
、
生
と
死
の
大
き
な
テ
ー
マ
が

身
近
な
日
常
の
テ
ー
マ
に
な
る
。
作
品
は
閉
じ
る
こ
と
な
く
水
平
線
を
見
つ

め
な
が
ら
自
ら
の
幸
せ
の
鼓
動
や
ア
ユ
ム
親
子
の
希
望
へ
開
い
て
い
く
。
謎

解
き
の
よ
う
に
展
開
す
る
作
品
の
構
成
は
緊
張
感
を
も
呼
び
込
み
、
普
遍
的

な
テ
ー
マ
に
ま
で
見
事
に
押
し
上
げ
た
作
品
に
希
望
を
作
る
文
学
の
力
を
感

じ
た
。 

 

第
二
席
の
「
爆
ぜ
る
。
」
（
佐
藤
陽
翔
）
は
交
通
事
故
で
父
を
亡
く
し
た

被
害
者
の
側
の
若
者
「
俺
」
と
、
加
害
者
の
側
の
若
者
の
顛
末
を
描
い
た
作

品
だ
。
被
害
者
の
側
の
「
俺
」
は
社
会
を
卑
下
し
、
人
間
は
孤
島
と
認
識
す

る
も
、
そ
の
孤
島
に
橋
を
架
け
よ
う
と
す
る
彼
女
の
存
在
に
気
づ
き
、
ま
た

困
難
な
状
況
の
中
で
も
笑
い
を
忘
れ
な
か
っ
た
母
親
を
思
い
出
し
て
生
き
て

行
く
決
意
を
す
る
。
作
品
に
は
随
所
に
優
れ
た
認
識
や
表
現
が
散
逸
し
て
い

る
。
言
葉
の
力
、
作
品
の
持
つ
喚
起
力
を
強
く
感
じ
た
。 

 

佳
作
の
「
夏
の
消
印
」
（
半
崎
輝
）
は
、
小
一
だ
っ
た
「
私
」
が
両
親
の

離
婚
で
母
と
共
に
島
を
離
れ
る
。
二
十
年
後
、
結
婚
を
前
に
父
の
消
息
を
訪

ね
て
島
を
訪
れ
る
が
、
偶
然
出
会
っ
た
男
が
父
で
あ
っ
た
。
父
は
「
私
」
の

こ
と
を
気
づ
か
ず
に
、
私
も
名
乗
ら
ず
に
別
れ
る
が
、
父
子
の
深
い
情
愛
が

静
か
に
描
か
れ
る
。
作
品
冒
頭
の
風
景
描
写
も
抜
群
で
、
「
私
」
の
心
情
が
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微
細
に
語
ら
れ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も
工
夫
が
あ
り
、
夏
ご
と
に
届
く
葉
書
を

「
夏
の
消
印
」
と
し
た
セ
ン
ス
に
は
作
家
と
し
て
の
可
能
性
を
も
感
じ
た
。 

 

受
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
他
の
最
終
候
補
作
も
興
味
深
か
っ
た
。
「
廃

島
」
は
単
純
な
ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
力
強
く
明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
好
感

が
持
て
た
。
「
島
で
お
よ
ぐ
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
時
代
性
（
現
代
性
）

を
取
り
込
ん
だ
作
品
で
挑
戦
的
な
試
み
に
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。
「
北
緯
三
十

度
よ
り
南
」
は
昭
一
少
年
の
心
情
が
よ
く
描
け
て
い
る
。
「
島
の
少
年
」
は

成
長
し
て
い
く
少
年
た
ち
の
姿
を
溌
剌
と
爽
や
か
に
描
き
、
魅
力
的
で
あ
っ

た
。
「
白
い
島
」
は
白
い
カ
ー
テ
ン
に
囲
ま
れ
た
病
室
を
「
島
」
と
喩
え
、

「
島
」
で
生
き
る
こ
と
の
工
夫
を
展
開
し
た
着
想
に
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
感
じ
た
。 

 

手
元
に
届
い
た
最
終
候
補
作
は
、
す
べ
て
が
自
ら
が
発
見
し
た
言
葉
、
自

ら
が
発
見
し
た
島
を
果
敢
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
意
欲
が
感
動
を
生
む
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
応
募
者
諸
兄
に
敬
意
を
表
し
た
い
。 


